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平成16年度
自給飼料増産総合対策事業
日本型放牧実践推進

ながさき型放牧のすすめ

広げよう！ 勧めよう！ 見せよう！

平成１７年３月
長崎県畜産課
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◎簡易な放牧場造成法
（例：耕作放棄地等を牛により造成）

放牧実施前

ステップ１

外柵草払い

ステップ２

外柵設置

ステップ３

掃除刈（放牧）

ステップ４

肥料散布・播種

ステップ５

鎮圧（放牧）

ステップ６

放牧場完成
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◎簡易牧柵設置に係る事業費（目安 ソーラー電源）:
４００～７００円／ｍ（事業費／外周の長さ）
（放牧資材が異なるメーカー４社からの聞き取り調査結果）

事業費算定条件）（

放牧場面積：平坦地１ｈａ（１００ｍ×１００ｍ）

電 源 本 体：ソーラー電源

電 気 牧 柵

外柵（支柱間隔：４ｍ、電柵線：２段張り、出入口２箇所）

内柵（支柱間隔：５ｍ、電柵線：１段張り）

そ の 他：資材は塩害に耐えうる資材

（圃場図面：例）

：外柵１００ m ※

□：ソーラー

○：出入口

：内柵

１００ｍ

※事業費は、面積や傾斜等の土地条件等で異なりますので、設置の際に

はお近くの農業改良普及センターや農協へ相談してください。

◎有害植物の防除
県内で特に注意が必要なもの※

アジサイ・アセビ・ワラビ・ウマノアシガタ
オナモミ・キョウチクトウ・モロヘイヤ
ユズリハ・シキミ

除草剤によるスポット処理対策

（有害植物のみの除草剤散布）

、 。※詳しくは お近くの農業改良普及センターや農協へ相談してください

◎家畜の病害虫防除
ダ ニ 対 策 駆虫薬散布(ﾊﾞｲﾁｺｰﾙ・

ｱｲﾎﾞﾒｯｸ・ｻｲﾃﾞｸﾁﾝ等)

（ ）アブ・ハエ対策 忌避薬資材 ｲﾔｰﾀｯｸ等

※詳しくは、お近くの家畜保健衛生所や獣医師へ相談してください。



- 4 -

◎放牧効果
１．飼養管理の省力化（労働時間の短縮）
（県内Ｈ農家：肉用牛繁殖経営）

（単位：時間／繁殖牛／年）
実施前① 実施後② ②／①

９１．０ ５４．４ ６０％飼料給与・調整等
７．０ ３．４ ４９％除糞・清掃等

９８．０ ５７．８ ５９％小 計
１７．１ ８．０ ４７％飼 料 作 関 係

１１５．１ ６５．８ ５７％合 計
※飼養頭数：２２頭(実施前)→３１頭(実施後)
放牧面積：２２０ａ

労働時間の約４０％カット優良事例

２．生産コストの低減（飼料費）
（県内Ｍ農家：肉用牛繁殖経営）

（単位：円／繁殖牛／年）
実施前① 実施後② ②／①
８０，２８０ ７０，３８９ ８８％購入飼料費
１５，７６０ ８，０００ ５１％自給飼料費
９６，０４０ ７８，３８９ ８２％合 計

※飼養頭数：１７頭(実施前)→２０頭(実施後)
放牧面積：９０ａ

飼料費の約２０％カット優良事例

３．飼養頭数の増頭
（Ｈ１１～１５放牧実施県内計：６７件）

実施前① 実施後②
１００ １３３．２飼養頭数(成牛)

注）実施前を１００とした場合の比較

繁殖牛の増頭事例集計

放牧実施農家の経営規模の動向

70.1%

23.9%

6.0%

増頭

維持

減少
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４．その他
牛のストレス減少・

・発情の早期発見
(舎飼より発情発見が容易)

・耕作放棄地等の解消
・イノシシ対策
・消費者に対するイメージアップ

◎放牧実施農家の声
農家Ａ → 低コストで経営状況が改善されました！

農家Ｂ → 管理が楽になったので牛を増やしました！

農家Ｃ → 農繁期の管理が楽々！
農家Ｄ → 種付きがよくなりました！
農家Ｅ → 荒れた土地がきれいになり、地域のみんなも大喜び！

農家Ｆ → 子供達や観光客が見に来るようになりました！

農家Ｇ → 管理が楽になったので牛飼い生涯現役でがんばります！

皆様から喜ばれています！


